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担当区分 タイトル 出版社 出版日 著者

分担執筆 臨床腫瘍薬学 じほう 2019.3.25 葉山達也(他　110名)

分担執筆 Cancer Board Square 医学書院 2019.4 葉山達也(他　37名)

単著 : Understanding Unconscious Bias, EPMEWSE (RENRAKUKAI) 2018.1 Hisako Ohtsubo (translated)

共著
無意識のバイアス ー女性のキャリア構築
にあたえるインパクトー、

笹川平和財団（東京） 2018.8. 大坪久子・田中順子（共訳)

単著
特集　患者の声に応える　－リウマチ患者
の実態調査より－　リウマチ医療・福祉制
度の現状

日本リウマチ友の会 2019.1.28 辻村美保

共著（第一著者
以外）

一包化調剤薬の鑑査業務における刻印錠と
両面印字錠の比較

日本病院薬剤師会雑誌 2018.4.1
松元一明, 大森栄, 石井伊都子, 川久保孝, 神
田博仁, 鈴木貴明, 横山威一郎, 中澤一純, 木
津純子

薬学研究所　研究活動状況（平成30年度）



共著（第一著者
以外）

Panitumumabによる低マグネシウム血症の重
症化にかかわる危険因子の検討

癌と化学療法 2018.10.1
中澤佑介, 安藤尚美, 原田大, 北村正樹, 相羽
惠介, 川久保孝



論文

単著・共著区分 論文名 掲載雑誌 巻 号 ページ 出版日 著者

共著（第一著者）
薬学部1年生を対象とした患者向け製品情報
資材に関する認知度及び理解度についての
調査研究

薬局薬学 Vol.11 No.1 62-74 2019.02.04
西野潤一，安永愛理，小澤安里沙，荒川
基記，日髙慎二

共著（第一著者）

Optimal timing for pegfilgrastim
administration in Japanese breast
cancer patients receiving intermediate-
risk chemotherapies.

International
Journal of
Clinical Pharmacy

Vol.40 No.5 997-1000 2018.1

Tatsuya Hayama. Kenichi Sakurai.
Katsuhiro Miura. Shinsaku Washinosu.
Shinya Tsuboi. Akihiro Uchiike.
Yoshikazu Yoshida. Masami Takei

共著（第一著者かつ
コレスポンディング
オーサー）

The use of anticoagulants in patients
with non-valvular atrial fibrillation
between 2005 and 2014: A drug
utilization study using claims data in
Japan.

PLoS One 13 9 2018
Kubota K, Ooba N, Kamijima Y, Sato K,
Koide D.

共著（第一著者以
外）

Prevalence of Therapeutic Drug
Monitoring for Lithium and the Impact
of Regulatory Warnings: Analysis Using
Japanese Claims Database

Ther Drug Monit 40 2 252 2018

Ooba, Nobuhiro; Tsutsumi, Daisuke;
Kobayashi, Naoko; Hidaka, Shinji;
Hayashi, Hiroyuki; Obara, Taku;
Satoh, Michihiro; Kubota, Kiyoshi;
Fukuoka, Noriyasu.



単著
天然物に由来する運動神経疾患に関する研
究∸ニューロラチリズムを中心に—

YAKUGAKU ZASSHI 139 4 609-615 2019.4.1 Kuniko Kusama-Eguchi

共著（コレスポン
ディングオーサー）

Pathyay lnvestigating the role of Ebpl
in Chandipura virus Infection.

J. Biosci.

Doi:
10.1007/sl
2038-019-
9847-9

2018
Dhritiman Dey, Ayae Honda, Dhrub yoti
Chatto

共著（コレスポン
ディングオーサー）

Influenza virus replication raises the
temperature of cells.

Virus Res 257 94-101 2018.9.15

Hisataka Maruyama, Takahiro Kimura,
Hengiull Liu, Sumio Ohtsuki, Yukari
Miyake, Masashi Isogai, Fuminito
Arai, Ayae Honda

共著（コレスポン
ディングオーサー）

科学・技術分野の「無意識のバイアス」克
服の試み

日本大学歯学部紀
要

46 33-44 2018
佐藤　恵・平田典子・石井夕紀子・鈴木
潔光・酒井秀嗣・大坪久子



共著（第一著者）
意識はかわる？ 意識をかえる！− 理工系男
女共同参画学協会連絡会・大規模アンケー
トにみる女性研究者の意識変化 –

東海ジェンダー研
究所　ニュースレ
ター　LIBRA

63 巻頭言 2018.7 大坪　久子

共著（第一著者以
外）

Japanese medical university admits to
discriminating against female
applicants

Science Magazine

http://www
.sciencema
g.org/news
/2018/08/j
apanese-
medical-
university
-admits-
discrimina
ting-
against-
female-
applicants

2018．8．8 Dennis Normile 大坪　久子

共著（第一著者以
外）

In vitro and in vivo efficacy of a
novel and long-acting fungicidal azole,
PC1244, on Aspergillus fumigatus
infection

Antimicrobial
Agents and
Chemotherapy

Vol.62 Issue 5 e01941-17 2018.4.26

Thomas Colley, Gurpreet Sehra,
Anuradha Chowdhary, Alexandre Alanio,
Steven L. Kelly, Yasuo Kizawa, Darius
Armstrong-James, Matthew C. Fisher,
Andrew G. S. Warrilow, Josie E.
Parker, Diane E. Kelly, Genki Kimura,
Yuki Nishimoto, Mihiro Sunose, Stuart
Onions, Damien Crepin, Franz Lagasse,
Matthew Crittall, Jonathan Shannon,
Matthew McConville, John King-
Underwood, Alan Naylor, Stéphane
Bretagne, John Murray, Kazuhiro Ito,
Pete Strong, Garth Rapeport



共著（第一著者以外）
Relevance of the hippocampal endoplasmic
reticulum stress response in a mouse model of
chronic kidney disease.

Neuroscience
Letters

Vol.677 26-31 2018.6.11

Kosuge Yasuhiro, Osada Nobuhiro,
Shimomura Akiko, Miyagishi Hiroko, Wada
Taira, Ishige Kumiko, Shimba Shigeki, Ito
Yoshihisa.



学会発表

発表課題名 学会名（開催地） 発表日 発表者

Evaluation of self-monitoring
devices during dietary changes with
standardized low- and high-salt
meals in healthy volunteers

18th World Congress
of Basic and
Clinical
Pharmacology
(WCP2018) (Kyoto)

2018.7.3
荒川基記、野村怜央、岩堀敏之、日髙慎
二

薬剤師による患者向医薬品ガイドの情報
提供に関する検討

医療薬学フォーラム
第26回クリニカル
ファーマシーシンポジ
ウム（東京）

2018.6.23
吉田芳波，西野潤一，荒川基記，小川智
弘，小川　敦，秋吉恵蔵，日高慎二

内用固形製剤の安定性に及ぼす添加剤の
配合比に関する検討

日本薬学会第139年会
（千葉）

2019.3.21
太田美鈴，小柳亜優，大西耕太郎，荒川
基記，池内由里，大西　啓，日髙慎二

ベルソムラⓇ錠の一包化に向けた保存条
件の検討

日本薬学会第139年会
（千葉）

2019.3.21
伊藤創馬，大戸智絵，丸山恭佳，太田美
鈴，日髙慎二，瀧沢裕輔，栗田拓朗，中
島孝則

鼻腔内滞留性付与は水溶性低分子薬物ア
テノロールの鼻腔を介した脳送達を促進
する

第34回 日本DDS学会学
術集会(長崎)

2018.6.20-21
齊藤 駿，金沢 貴憲，入山 友輔，鈴木
直人，鈴木 豊史



乳癌術前・術後補助化学療法に対する相
対用量強度の影響に関する研究

第 10 回　日本がん薬
剤学会　学術大会
2018 年 (東京)

2018.5.13

飯塚　俊介、葉山　達也、蒲谷　有望、
堤　大輔、大塚　英希、早坂　正敏、
櫻井　健一、吉田　善一

タキサン系抗がん剤によるCIPN 発現リ
スクと累積投与量に関する検討

第 8 回　日本臨床腫
瘍薬学会　学術大会
2019 年 (札幌)

2019.3.23

椎田　成美、坪井　伸也、葉山　達也、
上野　瀬奈美、関本　明子、藤代　健、
櫻井　健一、早坂　正敏、木村　高久

Improvement of personal level
identifiers is imperative in
Japanese National Database: a
research using claims data of
corporate insurances

ISPE's 11th Asian
Conference on
Pharmacoepidemiology
(Xi’an, China)

2018.10.28
Kiyoshi Kubota1, Nobuhiro Ooba2,
Toru Wakasugi3, Kenji Kawaguchi and
Hisao Shukuya4

National Databaseにおいて同一個人に
複数付与されるID2のメカニズムと影響

第24回日本薬剤疫学会
学術総会

2018.10.13
久保田 潔1)、大場 延浩2) 、若杉 徹3)
、河口 健司3) 、宿谷 久雄4)

ALS remedy candidates from natural
resources

18th World Congress
of Basic and
Clinical
Pharmacology (Kyoto,
Japan)

2018.7.5

Kuniko Kusama-Eguchi, Yuta Yanai, Ai
Minoura, Megumi Furukawa, Mitsuko
Makino, Kazuko Watanabe, Keiichi
Matsuzaki, Ayumi Ohsaki and Fumio
Ikegami

Understanding Unconscious Bias

Brown Bag Seminar at
SPF, The Sasakawa
Peace Foundation,
Tokyo

2018.3.29 Hisako Ohtsubo



Activities of the association of
scientific societies in STEM in
Japan:

International
Comparative Studies
on Policies
Promoting Women's
Participation in
Academia (2): Asia,
(2018年度科学技術社
会論学会総会, 成城大
学)

 2018.12.9 Hisako Ohtsubo

Women in STEM Careers in Japan, in
The Pacific

The Pacific Forum
"STEM and National
Security" by Tama
University's Center
for Rule-making
Strategies, and the
US Embassy Tokyo

2018.12.10-11 Hisako Ohtsubo

無意識のバイアス - Unconscious Bias
- と女性活躍促進

文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダ
イバーシテイ研究環境
イニシアチブ（特色
型）」群馬大学・教育
研究評議会評議員向け
FDセミナー、

2018.5.16 大坪久子



優秀な人材確保のために- ダイバーシテ
イの観点から

文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダ
イバーシテイ研究環境
イニシアチブ（牽引
型）」ダイバーシテイ
実現で北東北の未来を
先導：弘前大学　平成
30年度　男女共同参画
トップセミナー

2018.6.4 大坪久子

大規模アンケート調査の目的・意義 並
びに方法：第4回科学技術系専門職の男
女共同参画実態調査報告より

文部科学省科学技術人
材育成費補助事業・大
阪大学・ダイバーシテ
イ研究環境イニシアチ
ブ（牽引型）平成30年
度　男女共同参画トッ
プセミナー

2018.9.10 大坪久子

無意識のバイアス- Unconscious Bias -
を知っていますか？

文部科学省科学技術人
材育成費補助事業　大
阪大学・ダイバーシテ
イ研究環境イニシアチ
ブ

2018.9.10 大坪久子

無意識の偏見をなくすために

文部科学省科学技術人
材育成費補助事業・ダ
イバーシテイ研究環境
イニシアチブ（連携
型）、第 4 回 2018
年度東京医科歯科大
学・順天堂大学 ・株
式会社ニッピ ・合同
シンポジウム、

2018.10.１9 大坪久子



Unconscious Bias について考える
男女共同参画学協会連
絡会16期シンポジウ
ム・分科会 ①

2018.10.13日 大坪久子

無意識の偏見をなくすために

サイエンスアゴラ
2018 企画 本音で語る
ハラスメント～今のま
までいいんですか？～

2018.11.11 大坪久子

無意識のバイアス
日本大学理工学部男女
共同参画推進講演会

2018.12.13 大坪久子

無意識のバイアス- Unconscious Bias -
を知っていますか？

海洋研究者の座談会
―無意識のバイアスに
ついて考える―

2018.9.26. 大坪久子

無意識のバイアスを知っていますか？

第11回奈良先端大男女
共同参画推進セミナー
無意識のバイアスと
ジェンダーに基づいた
論文業績分析

2018.12.27 大坪久子

無意識のバイアスを知っていますか？
－ハラスメントとのかかわり－

大阪大学文学研究科
アンコンシャス・バイ
アスに関するＦＤ研修
会

2018.1.10 大坪久子



無意識のバイアスを知っていますか？
人材登用とのかかわり

兵庫県立大学：アンコ
ンシャス・バイアスに
関する幹部研修会

2019.1/23 大坪久子

課題提起：研究力強化のための女性活躍
推進指標、GEMST Index

文部科学省 科学技術
人材育成費補助事業
平成30年度ダイバーシ
ティ研究環境実現イニ
シアティブ【全国ネッ
トワーク中核機関
(群)】全国ダイバーシ
ティネットワーク組織
第１回東北ブロック勉
強会

2019.3.１ 大坪久子

無意識のバイアスとあなたの未来

九州工業大学　ダイ
バーシティ補助事業・
「第2回シンポジウ
ム」「女性研究者の上
位職への昇任・登用を
進めるために ー無意
識のバイアスの克服に
向けてー」

2019.3.26 大坪久子

当院の関節リウマチ患者における結核ス
クリーニング結果の検討

第62回日本リウマチ学
会総会・学術集会（東
京）

2018.4.27 辻村美保, 山田雅人, 渡邉英一郎



関節リウマチ患者における結核スクリー
ニングに影響を与える因子の検討

第93回日本結核病学会
総会（大阪）

2018.6.27 辻村美保, 遠藤繁, 渡邉英一郎

感染症自己対策のできる患者教育を目指
して

第33回日本臨床リウマ
チ学会（東京）

2018.11.24
辻村美保, 山田雅人, 遠藤繁, 渡邉英一
郎

関節リウマチ患者における呼吸器管理—
地域におけるリウマチチーム医療—

第33回日本臨床リウマ
チ学会（東京）

2018.11.24
辻村美保, 遠藤繁, 山田雅人, 渡邉英一
郎

子育て世代の職員も参加できるリウマチ
性疾患研修を目指した取組と工夫

第33回日本臨床リウマ
チ学会（東京）

2018.11.24
辻村美保、磯部英美、松木陽子、曽我美
嘉江、渡邉由美、渡邉英一郎

リウマチ診療における看護師による関節
評価

第33回日本臨床リウマ
チ学会（東京）

2018.11.24
磯部英美, 辻村美保, 松木陽子, 青山由
貴子, 小柳亜弥, 曽我美嘉江, 渡邉由
美, 山田雅人, 渡邉英一郎

医療と介護の総合支援の実践—地域にお
けるリウマチチーム医療—

第33回日本臨床リウマ
チ学会（東京）

2018.11.25 辻村美保, 山田雅人, 渡邉英一郎



平成30年度リウマチ福祉賞

公益財団法人リウマチ
財団
http://www.rheuma-
net.or.jp/rheuma/zai
dan/fukushishoawardl
ist.html

辻村美保

Targeting TNF-α signaling pathway with
ligand-specific antibody reverses corticosteroid
insensitivity and/or airway inflammation in mice.

The 18th worlds congress
of basic and clinical
pharmacology (京都)

2018.7.5
西本裕樹，木村元気，上田敬太郎，Kazuhiro
Ito，木澤靖夫

Antifungal effects of topical treatment of
posaconazole on Aspergillus fumigatus infection
in immunocompromised mice

The 18th worlds congress
of basic and clinical
pharmacology (京都)

2018.7.5
木村元気，中沖貴宏，西本裕樹，鈴木悠斗，益
子崇，Kazuhiro Ito，木澤靖夫

タバコ主流煙またはlipopolysaccharideにより誘
発したステロイド治療抵抗性及び気道過敏性を
伴う気道炎症に対するp38の関与

第60回　日本平滑筋学会
総会 (東京)

2018.8.17
西本裕樹，上田敬太郎，木村元気，Kazuhiro
Ito，木澤靖夫

マウスにおけるタバコ主流煙誘発ステロイド治
療抵抗性気道炎症に対するSrc阻害薬とp38阻
害薬の効果

第139回 日本薬理学会 関
東部会 (東京)

2018.10.20
西本裕樹，上田敬太郎，木村元気，Kazuhiro
Ito，木澤靖夫



The effects of dasatinib on corticosteroid
insensitive airway inflammation induced by
lipopolysaccharide

第92回 日本薬理学会年
会 (大阪)

2019.3.16
安田啓信，益子圭太，臼井良斗，木村元気，上
田敬太郎，益子崇，Kazuhiro Ito，西本裕樹，木
澤靖夫

OVA誘発アレルギー性気道炎症に対する
dasatinibの抗炎症効果

日本薬学会第139年会 (千
葉)

2019.3.23
柳沙耶佳，石塚愛美，上田敬太郎，木村元気，
西本裕樹，木澤靖夫

5/6腎摘慢性腎不全モデルマウスの海馬におけ
る小胞体ストレス関連因子の発現変化

第62回日本薬学会関東支
部大会（東京）

2018.9.15
八木沙英子、小菅康弘、大山みどり、下村晃
子、長田暢弘、石毛久美子、伊藤芳久

慢性腎臓病モデルマウスにおける海馬小胞体
ストレス応答に対するS-allyl-Lcysteineの保護
効果

日本薬学会第139年会（千
葉）

2019.3.22
小菅康弘, 八木沙英子, 大山みどり, 高橋裕也,
下村晃子, 長田暢弘, 南郷拓嗣, 石毛久美子,
伊藤芳久
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